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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、インドシナ（カンボジア、ラオス、ベトナム）における中小企業の発
展について研究をおこなった。特に、民間セクターの性産業・中小企業のおける企業家精神とイノベーションを
人的資本・ 社会資本の関係を集中する。その結果、企業家精神とイノベーションを促進するためには、企業家
の人的資本と社会資本が重要な役割を果たしていることが明らかにされた。産業政策を立案していくにあたり、
人材育成の課題に留意することが必要であることも示された。その課題には、労働技能の開発、教育・訓練シス
テムの内容や妥当性、そして経済発展を導く労働需要などが含まれる。

研究成果の概要（英文）：This research investigated SME development in Indochina (Cambodia, Laos, 
Vietnam). It focused on the relationship between entrepreneurship, innovation, and human and social 
capital in the manufacturing industry. The research outcome is summarized as follows: (1) there 
exists a relatively high level of human capital among entrepreneurs; (2) entrepreneurs’ human and 
social capital plays a crucial role in entrepreneurship and innovation promotion; and (3) 
entrepreneurship and innovation are inevitable for enterprise and economic development. 
Consequently, formulation of industrial policy should take into account the challenges in human 
resource development, including labor-skill development, the quality and relevance of the education 
and training systems, and labor demand for economic development.

研究分野： 経済開発論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) インドシナは カンボジア・ラオス・
ベトナム（CLV）を含んでいる。約 75万平方
キロメートルの面積と 1 億 1100 万人の人口
を誇るインドシナは、貿易と投資に関して大
きな可能性を秘めている。1990 年代初頭に開
始されたインドシナの改革は，市場開放、貿
易や投資の自由化、地域統合、 民間部門の
開発などに示されるように、多岐にわたる分
野において改革が実施された。特に、経済改
革は、1994-2013 年に CLV の三か国で平均
7.2％の成長率を達成し，急速な経済発展を
実現した。その結果、CLV の国内総生産（GDP）
は 170億ドルから 2,000 億米国ドル近くに増
大したのであり、また 1人当たり平均 GDP は
5 倍に増加し、1,521 米国ドルに達したので
あ る (World Bank, World Development 
Indicators, 2014)。さらにインドシナでは、
1990 年代に中小企業による社会経済開発へ
の貢献が目立っており、その重要な役割が認
識されるようになってきた。 
 
(2) このような問題意識から、本研究課題
では、インドシナの比較優位と企業発展に関
して詳細かつ包括的な研究を展開した。特に、
ベトナムの主要産業を対象にして、中小企業
の企業家精神や中小企業を取り巻く環境を
分析し、当地における中小企業の発展要因を
明らかにした。このベトナムの中小企業に関
する研究を基礎にして，インドシナにおける
中小企業の発展と企業家精神にも研究の対
象を拡げた。 
 
２．研究の目的 
(1)  CLV の各政府は、1980 年代後半に
実施された改革を受けて、徐々に経済を開
放しており、貿易や投資の自由化し、工業
化を推し進めてきた。インドシナは、民間
セクターの開発、外国直接投資、地域統合
を促進した。これまで、われわれはベトナ
ムにおける企業家精神の促進を中小企業発
展との関係において研究を展開してきた。
そして本研究課題では、これまでの研究をさ
らに深化させるべく、本研究では、企業家精
神を中小企業発展の根源とみなしており、そ
の主な目的は以下の４つに集約される。 
 
(2) 第 1 の目的は，インドシナにおける中
小企業の企業家精神と中小企業を取り巻く
環境を分析し，中小企業発展の根源的な要因
を明らかにすることである。第２の目的は、
企業家精神が中小企業の発展に寄与した貢
献度を評価することである。第３の目的は、
人的資本と社会資本の双方による企業家精
神を促進することへの貢献度を評価するこ
とである。そして第４の目的は，カンボジ
ア・ラオス・ベトナムの比較研究を通じて，
中小企業の発展と企業家精神について包括
的に理解し、その理解を深化・拡張させるこ
とである。 

 
３．研究の方法 
(1) 本研究では次のような３つのアプロー
チを採用した。まず、CLV の統計総局による
企業レベルのデータ（例．ベトナムの GSO の
実施した企業サーベイ、CIEM の実施した SME
サーベイ、ドイツの GIZの SME サーベイなど）
を使用して、業界レベルの分析を行った。そ
して、インドシナの比較分析をおこなうため
に、大規模な２次データと１次データ（自己
実施されたアンケート調査による）を使用し
た。 
 
(2) 次に、ベトナム（2度）、ラオス（2度）、
カンボジア（１度）、ミャンマー（１度、他
の科研費との共同）のそれぞれについて、連
携研究者や研究協力者の協力を得ながら実
地調査をおこなった。特に、この調査では、
企業家精神、企業オーナーによるイノベーシ
ョンの認識、そして現地企業の現状を重視し
た。 
 
(3) ベトナムとラオスでは、インタビュー
調査に加えて、可能な限り個別企業へのアン
ケート調査を実施した。 
 

４．研究成果 
(1) 上述の研究目的を達成するため，ベト
ナム，ラオス，カンボジア、ミャンマーにお
いて、全 5回の現地調査をおこなった（2015
年：ラオスのビエンチャン市、サヴァンナケ
ット県、チャンパサック県、2016 年：ベトナ
ムのハノイとホーチミン市，2017 年：ミャン
マーのヤンゴン市、ベトナムのハノイ都、
2018 年：ラオスの首都ビエンチャンやサワン
ナケート県）。調査範囲は現地の状況に応じ
て調整され，拡げられた。 
 
(2) そして、中小企業、大企業振興政策、
インフォーマル部門のフォーマル化の促進、
外国直接投資に関する政策，その他の中小企
業関連政策に関して多角的な調査がおこな
われた。それだけでなく、経済特区（SEZ）
の開発担当者や政府管理課、SEZ における大
外国企業生産活動・サービス活動などに対し
ても調査をおこなった。インタビュー先には，
中央・地方政府の諸機関（省庁，統計総局，
中小企業技術支援センター），中小企業組合，
商工会議所，国内企業と外国企業，アジア開
発銀行などが含まれる。 
 
(3) 第 1 の現地調査の対象地域は、2015 年
8 月に訪れたラオスのビエンチャン市、サヴ
ァンナケット県、チャンパサック県であった。
当地での各企業の発展に関わった様々なス
テークホルダーを訪ね、探索的研究を行った。
具体的には、世界銀行やアジア開発銀行を訪
問し、貿易や民間部門や中小企業の発展等に
ついて聞き取り調査をおこなった。公共部門
については、Department of SME Promotion、



Agency for Enterprise Registration and 
Management （MOIC）等を訪問し、担当者に
対して、政府の企業登録、企業管理、企業開
発促進、金融の現状とその問題等についてイ
ンタビューを実施した。教育機関は、ラオス
日本センター、ラオスの国立大学、Savan 
Institute of Management を対象にして、イ
ンタビュー調査を行った。企業調査では、地
元企業だけでなく日系やタイ系の企業等を
含めて 12 社を訪問しており、企業のパフォ
ーマンス、経営状態、ビジネス上の問題につ
いて調査した。ビエンチャン市内では、企業
家精神（教育・経験等）に関するパイロット
アンケートの調査も行った。 
 
(4) 第 2 調査の対象地域は、2016 年 8 月に
訪れたベトナムのハノイとホーチミン市で
あった。当地では、同族企業や中小企業を訪
問して、オーナーにインタビュー調査をおこ
ない、地方経済の発展や地方企業の発展につ
いて調査した。結果として、全 21 社の同族
企業や中小企業を訪問し、事業の発展やイノ
ベーション等について聞き取り調査をおこ
なった。産業部門については、機械業、縫製
業、鋼作業、刺繍芸術、木工細工、プラスチ
ック業、金型生産等の企業を対象にして調査
をおこなった。ベトナムの中小企業に関して
は、イノベーションが「製品の変更」、「顧客
のニーズへの製品の適合」、「製品の特定の機
能の向上」と理解されていることを指摘した。
したがって、本研究で扱われる「イノベーシ
ョン」あるいはは「イノベーティブ活動」の
内実は、上記のような地元の企業家による理
解や認識にもとづくものであり、それはまた
ベトナムのような発展途上国の経済発展に
とって合理的かつ不可欠な手段であると考
えている。 

 

(5) 第 3 調査の対象地域は、2017 年 3 月に
訪れたミャンマーのヤンゴン市であった。当
地では縫製企業を訪問し、経済発展の現状や
企業発展の実情について調査した。その主な
目的は、この１年間の地方経済の発展及び事
業の発展について調べることであった。特に、
最低賃金の上昇に対処するための縫製企業
による労働生産性の向上について調査が実
施された。最終的には、ヤンゴンでは全 14
社 の 縫 製 企 業 と 、 Myanmar Garment 
Manufacturers Association (MGMA) や
Myanmar Survey Research Institute を訪問
した。その結果、現在のミャンマーの縫製企
業における主要な問題は、政府の産業発展の
政策（特に最低賃金に関する政策）に密接に
連関していることであることが示された。 

 

(6) 第 4 調査の対象地域は、201７年 8月に
訪れたベトナムのハノイであった。当時の中
企業や大企業を訪問し、各企業の社長及びマ
ネージャーに対してインタビューを実施し、

地方経済の発展や事業の発展に関して調査
した。この調査では、中企業と大企業をあわ
せて全２１社を訪問し、調査をおこなった。
産業部門については、機械業、縫製業、鋼作
業、プラスチック業、エレクトロニクス部品、
自動車部品、金型生産等の企業を調査対象に
した。ベトナムの中企業および大企業の調査
では、生産性の改善に向けた活動やイノベー
ションを促進するための活動、５Sシステム、
生産管理における ISO スタンダードの利用
などの重要性が明らかにされた。 

 

(7) 第 5 調査の対象地域は、2019 年 3 月に
訪れたラオスの首都ビエンチャンやサワン
ナケート県であった。当地では企業や特別経
済区を訪問しており、企業の発展や外国直接
投資に関して調査をおこなった。その主な目
的は、ラオスの第二次産業に対する外国投資
や直接投資の実現に向けて労働生産性に関
して調査することであった。この継続的な調
査の過程では、研究協力者（ポンビサイ・ア
ライ講師）を日本に招聘しており、ラオスに
おける中小企業の人的資本の発展とイノベ
ーション促進に関する共同研究をおこなっ
た。 
 
(8) この調査の結果は、ポンビサイ講師と
の共著論文として、下記の書籍の一章として
掲載されることが決定している（書名 
Innovation in Developing Countries: 
Lessons from Vietnam and Laos、出版社 
Springer、2018 年出版予定）。 
 
(9) また、論文として研究成果を公開する
だけでなく、ポンビサイ講師は日本に滞在し
ている間、兵庫県立大学経済学部主催の
Development and Policy Seminar において講
演「Human Capital and Innovation in Laos
－A Survey of Micro and Small Businesses 
in Vientiane Capital」をおこなった。また
同大学の学部学生に向けて実施される「国際
セミナー」でも、共同研究の重要性について
報告し、学生たちとも活発な意見交換をおこ
なった。 
 
(10) 以上を要約する。本研究プロジェクト
では、現地調査を通じて合計 68 社以上の企
業や政府機関などを訪問し、ベトナム、ラオ
ス、カンボジア、ミャンマーにおける中小企
業や大企業の発展過程、企業家精神とイノベ
ーションの促進、さらに人的資本と社会資本
の役割に関して新たな理解を得ることがで
きた。 
 
(11) ベトナムやラオスにおける中小企業
では、イノベーションが「製品の変更」、「顧
客のニーズへの製品の適合」、「製品の特定の
機能の向上」として理解されていた。それゆ
え、本研究課題で扱われる「イノベーション」
または「イノベーティブ活動」は、地元の企



業家による理解や認識にもとづいくかたち
で使用されている。それはまた、ベトナムな
どの発展途上国にとって合理的な手段であ
ると考えられるものであった。さらに、カン
ボジアにおける企業パフォーマンスの改善
は、主として効率改善（catch-up process）
の結果であって、技術進歩の余地が多く残さ
れていることも判明した。 
 
(12) さらに、現地（ラオス・ベトナム）の
研究協力者を招聘して、同国における中小企
業の人的資本の発展とイノベーション促進
に関する共同研究を実施した。国内外の学会
や、ラオスのビエンチャンで開催された東南
アジアセミナーに参加し、研究成果を広く還
元することができた。また，ベトナムとラオ
スでは、広範囲に及ぶ研究ネットワークと協
力体制を築いた結果，優秀な連携研究者を得
ることができ、本研究プロジェクトの継続的
な展開が可能になった。 
 
(13) 付随的に、2018 年の 2月から 3月にか
けて、ラオスのサワンナケート県のいくつか
の中小企業を訪問し、アンケート調査をおこ
なった。その調査から得られたデータは解析
中だが、その結果にもとづいて、中小企業の
イノベーションや企業家精神などに関する
論文としてまとめ、ジャーナルへ投稿する予
定である。 
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